職務経歴書
200X年X月X日現在

氏名：○○　○○

■職務要約
大学卒業後、公認会計士2次試験合格を経て○○監査法人に入社。会計監査・デューデリジェンス・株式公開支援に約○年間従事。その後、株式会社△△コンサルティングへ転職し、ベンチャー企業の株式公開支援・M&Aアドバイザリー・デューデリジェンス業務に従事。現在はM&A担当グループのマネージャーを務め、大型案件を主導している。

■職務経歴
19XX年X月〜20XX年X月　○○監査法人
◆事業内容：会計監査・コンサルティング
◆資本金：○○百万円
◆従業員数：○○名（うち公認会計士○○名、会計士補○○名）
	期間
	担当業務

	19XX年X月

〜
20XX年X月
	会計監査チーム　担当者

【業務内容】

■会計監査

・中堅化学メーカー・新興市場上場バイオベンチャー・一部上場大手自動車部品メーカー等10数社の会計監査を担当

・クライアントへの開示ルール提案等

【成果】

10数社の会計監査を正確に遂行し、クライアントから高い信頼を得た。開示ルールの提案により上場準備支援の質も向上。

	20XX年X月

〜
20XX年X月
	デューデリジェンスチーム　担当者

【業務内容】

■デューデリジェンス業務

・一部上場SIerによるインターネットサービス企業買収のDD

・電気機器メーカーの事業再生におけるDDを担当

・株式・事業価値・資産等に基づく価値評価分析、調査報告書作成

【成果】

DDで発見した潜在リスクを適切にレポートしクライアントの意思決定に貢献。価値評価分析の精度向上を実現。

	20XX年X月

〜
20XX年X月
	会計監査・株式公開支援チーム　担当者

【業務内容】

■株式公開支援・会計監査

・システム開発会社・小売チェーン運営会社の公開準備支援および会計監査を担当し、株式公開に至る

・公開準備支援（Ⅰの部作成・税効果会計計算・連結財務諸表作成・キャッシュフロー計算書作成）

【成果】

担当2社の株式公開を円滑に支援し、予定通りの上場を実現。Ⅰの部作成・税効果会計等の精度の高い資料作成が評価された。


20XX年X月〜現在　株式会社△△コンサルティング
◆事業内容：財務アドバイザリー・経営戦略コンサルティング
◆資本金：○○百万円
◆年商：○○百万円
◆従業員数：○○名（未上場）
	期間
	担当業務

	20XX年X月

〜
20XX年X月
	コンサルタント（株式公開支援担当）

【業務内容】

■ベンチャー企業の株式公開支援

・インターネットサービス企業・不動産企画開発会社の公開準備予備調査・株価算定

【成果】

公開準備段階から丁寧なサポートを提供し、クライアントの上場への道筋をつけた。

	20XX年X月

〜
現在
	マネージャー（M&A・デューデリジェンス担当）

【規模・役割】

チーム人数：○名、役割：マネージャー（案件統括・部下○名マネジメント）

【業務内容】

■M&Aに関わるデューデリジェンス・アドバイザリー

・一部上場製薬会社による新興市場上場バイオ企業のM&ADDを担当

・クライアント企業の業務提携・事業再生支援・資本/財務戦略策定に関わるアドバイザリーサービスの提供

■プロジェクト管理（人員・予算・納期）

【成果】

複数の大型M&A案件を期限通りに完遂。アドバイザリーの質の高さが評価され、顧客から継続的な業務を受注。


■活かせる経験・スキル
・会計監査・デューデリジェンス・株式公開支援の一貫した実務経験
・M&Aアドバイザリー・バリュエーション（DCF・類似会社比較等）
・公認会計士としての財務会計・税務の専門知識
・マネージャーとしてのプロジェクト管理・部下育成経験

■保有資格
・公認会計士2次試験合格（19XX年X月）
・公認会計士3次試験合格（20XX年X月）
・TOEIC ○○○点（20XX年X月）

■PCスキル
Excel（財務モデリング・バリュエーション・DD分析）、Word（報告書作成）、PowerPoint

■自己PR

公認会計士として、監査法人での会計監査・DD・株式公開支援を経て、コンサルティングファームへ転身。現在はM&Aアドバイザリー・DDのマネージャーとして大型案件を主導しています。財務会計の深い専門知識と豊富な実務経験を基盤に、M&A・事業再生・株式公開支援等の幅広いアドバイザリー業務に対応できることが強みです。高い専門性と組織マネジメント力を活かし、貴社の財務アドバイザリー部門の発展に貢献したいと考えています。

以上
